
「
十
符
人（
と
ふ
と
）」で
は
、
毎
月
、

利
府
の
魅
力
づ
く
り
や
魅
力
発
信
に
貢
献

し
て
い
る
方
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

や
感
情
を
吐
き
出
し
て
も
ら
う
中
で
、
子
ど

も
達
は
自
分
で
気
づ
い
て
立
ち
上
が
り
、
乗

り
越
え
て
い
き
ま
す
」。「
小
学
生
で
は
ほ
ぼ
全

員
が
学
校
に
復
帰
し
て
い
ま
す
し
、
中
学
生

は
高
校
進
学
を
目
標
に
こ
こ
で
過
ご
し
、
今

は
普
通
に
高
校
に
通
学
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
達
は
そ
う
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
ま

す
」。「
大
切
な
こ
と
は
、
子
ど
も
の
サ
イ
ン
に

周
り
の
大
人
が
一
刻
も
早
く
気
づ
い
て
対
応

し
て
あ
げ
る
こ
と
。
大
人
は
ど
う
し
て
も
自

分
の
価
値
観
を
押
し
付
け
が
ち
で
す
が
、
子

ど
も
は
本
当
に
苦
し
ん
で
い
る
の
で
す
。
個

別
の
指
導
助
言
は
も
ち
ろ
ん
、
お
子
さ
ん
の

気
持
ち
の
理
解
や
早
期
対
応
に
結
び
つ
く
よ

う
、
小
学
校
入
学
前
の
保
護
者
に
向
け
た
説

明
会
、
ま
た
学
校
の
先
生
方
へ
の
理
解
講
話

を
実
施
。
現
在
は
、
町
の
子
ど
も
支
援
課
や

児
童
館
と
の
連
携
に
も
取
り
組
み
、
昨
年
か

ら
不
登
校
相
談
専
門
員
と
し
て
学
校
に
出
向

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
」と
八
巻
さ
ん
。「
学
校
に

行
け
な
く
な
る
お
子
さ
ん
は
、
他
人
と
の
関

わ
り
を
も
う
や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ

を
何
と
か
、
も
う
一
度
他
人
と
関
わ
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
て
も
ら
う
の
が
、
私
達
の
役
割
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
お
子
さ
ん

に
寄
り
添
い
、
そ
の
力
を
信
じ
て
支
え
、
子

ど
も
達
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た

自
己
実
現
や
成
長
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
、
日
々
努
め
て
い
ま
す
」と
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

※
1

：

主
に
小
学
校
３
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
、
登
校

が
困
難
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
お
よ
び
保
護
者

の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
学
校
復
帰
や
自
立

支
援
を
目
的
に
2
0
1
7
年
に
設
立
。
現
在
、
体
験
通

所
も
含
め
て
25
人
程
度
の
児
童
生
徒
が
利
用
。

※
２

：

不
登
校
児
童
生
徒
の
自
立
や
学
校
復
帰
支
援
の
ほ
か
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
学
校
と
の

連
携
・
調
整
を
行
う
。 

※
３

：

不
登
校
の
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
相
談
に
乗
り
、
心
理
的

な
ケ
ア
や
具
体
的
な
生
活
改
善
、
学
校
復
帰
に
向
け
た
支

援
、
外
部
機
関
と
の
調
整
を
行
う
。

　「
〝
学
校
に
行
き
た
く
な
い
〞
と
い
う
の
は
、

子
ど
も
の
精
一
杯
の
心
の
叫
び
な
ん
で
す
。
ど

う
か
、
そ
の
声
に
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、
耳

を
傾
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」と
話
す
の
は
、

『
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
』（
愛
称

：『
十

符
ル
ー
ム
』）で
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る

八
巻
紀
道
さ
ん
。
教
員
時
代
か
ら
不
登
校
の

問
題
に
対
す
る
課
題
意
識
を
持
ち
、
さ
ま
ざ

ま
な
講
演
会
や
不
登
校
を
経
験
し
た
高
校
生

の
話
を
聞
く
会
な
ど
に
参
加
。
し
ら
か
し
台

小
学
校（
校
長
）を
定
年
退
職
さ
れ
た
後
、
利

府
町
が
設
置
す
る『
十
符
ル
ー
ム
』で
令
和
2

年
度
か
ら
登
校
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
居
場

所
づ
く
り
を
は
じ
め
、
本
人
の
自
立
や
学
校

復
帰
の
支
援
等
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。「
友

達
や
部
活
動
な
ど
で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
モ
ヤ
モ
ヤ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
未
熟
さ
、
家
族

関
係
な
ど
、
要
因
も
状
態
も
千
差
万
別
で
す

が
、
こ
こ
に
来
て
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
思
い

※
3

子
ど
も
達
の
心
の
声
に
耳
を
傾
け
、

自
分
で
立
ち
上
が
る
力
を
引
き
出
す
。

子どもの心のケアハウス（愛称『十符ルーム』）
スーパーバイザー・不登校相談専門員

八巻　紀道さん
1958年、石巻市生まれ。玉川大学教育学部教育学科卒業、教員免許を取得。
牡鹿町（現在は石巻市）の網地島からスタートし、以後、県内各地の小学校で
教員を務める。利府小学校・教頭、しらかし台小学校・校長を経て2019年に定
年退職。2020年に町が設置する『利府町子どもの心のケアハウス』※1スーパーバ
イザー※2に就任。

やまき のりみち

利府高校生と加工品プロジェクトに取り組む、佐々木響です！皆さまに応援いただいている
「梨（り）ふ愛（あい）す」今年度販売目標894個に対し907個（1月末時点）を販売し目標を達
成しました。ウジエスーパー様やラーメンみそ漢様での販売、そして店頭で応援してくださっ
た町民の皆さまのおかげです。ありがとうございます！
そして現在新商品を開発中。梨のコンポートと利府のハチミツを混ぜ込んだジェラートで、3
月完成予定です。高校生が地域とともに学び、挑戦を続けています。今後とも応援をお願い
いたします。

総務省地域おこし協力隊制度を活用し、利府町の
活性化と社会起業家の育成を目指すプロジェクト地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊Good Movement 活動日記 Vol.24 公式

LINE

「梨ふ愛す」、目標達成しました！！新商品も？！ 活動報告会を実施します！

梨ふ愛すについて

ご購入はこちら

 日 時   3月26日（木）
　　　　午後6時30分～午後８時30分（午後６時開場）
 場 所   利府町文化交流センター「リフノス」
　　　  1階多目的ホール（予約不要・入場自由）
利府町地域おこし協力隊の令和7年度『年度活
動報告会』を開催します。賑わい創出、梨農家、
海業創出、移住コーディネーターの４部門、総
勢16名が今年度の成果とこれからについてご
報告します。
地域とともに歩んできた取り組みを直接お伝
えする機会となります。どなたでもご参加いた
だけますので、ぜひ気軽にお越しください！

ひびき
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広報りふWEB版
編集後記
今月号では、赤ちゃんハイハイレース利府町長杯 in リフノスを表紙にしました。
現在、町では年２回ハイハイレースが行われていて、前回ハイハイで参加した赤ちゃんが今
回はよちよち歩きで参加するなど取材をとおして赤ちゃんたちの成長を感じることができまし
た。今後も町のさまざまな取組みを広報紙などから発信していけるように努めてまいります。


